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和泉市 
人口ビジョン 2024-2050 

 

 

 

わが国の総人口は平成 20年（2008 年）にピークとなり、平成 23 年（2011 年）以降、毎年減少

しています。 

本市は、昭和 31 年（1956 年）に市制が施行されて以降、「第 2次ベビーブーム」、「鶴山台地区・

光明台地区」における開発などにより人口が着実に増加し、近年においても「トリヴェール和泉」

を中心とした開発などにより有数の人口急増都市になりましたが、全国的な人口減少傾向と同様、

本市の人口も平成 27 年を境に減少傾向となっているところです。（国勢調査による） 

「和泉市人口ビジョン」は、令和 8～15 年度を計画期間とする「第 6 次和泉市総合計画」の策

定に先立ち本市の人口を分析しようとするもので、今後の効果的な施策を企画立案するための重

要な基礎資料として整理を行うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本市の人口の推移 
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（平成 27年 12 月策定）和泉市人口ビジョンについて 01 

推 計 期 間 平成 28 年（2016 年）～令和 22 年（2040 年）の 25 年間 

 

推 計 条 件 コーホート変化率法とコーホート要因法の複合により作成。 

 下記の数値設定により上位推計と下位推計を作成した。 

 

上位推計 
合計特殊出生率 R2：1.6、R12：1.8、R22：2.07 

全ての世代は転出入均衡 

下位推計 
合計特殊出生率 H25 の値：1.37 が継続 

20 歳代は転出超過、それ以外の世代は転出入均衡 
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(2018.3)
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(2019.3)

Ｈ31

(2020.3)

Ｒ2

(2021.3)

Ｒ3

(2022.3)

Ｒ4

(2023.3)

Ｒ5

(2024.3)

上位推計

下位推計

実績値

本市の人口は、令和５年度末までは上位推計と下位推計の間を推移したもの

の、下位推計に近い動きとなった。令和３年の本市の合計特殊出生率は 1.33 で

あり、上位推計、下位推計の想定をともに下回ったが、トリヴェール和泉等へ

の転入もあり、下位推計の人口を上回った。 

本市の人口の推移 
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和泉市 
人口ビジョン 2024-2050 

 

 

人口 
動向 総論 1 昭和 50 年以降における年齢３区分別人口の推移 

 

〇各区分の特徴 

年少人口 総人口が増加傾向にある一方、緩やかに減少している。 

生産年齢人口 
平成 12 年ごろまでは大きく増加している。総人口と生産年齢人口とが同

程度増加しており、総人口に対する寄与度が高いことがわかる。 

老年人口 
平成 22 年までは緩やかに上昇している。平成 22 年に年少人口の数を上回

り、近年大きく増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 

総人口 118,237 124,322 137,641 146,127 157,300 172,974 177,856 184,988 186,109 184,495 

年少人口 32,916 32,508 32,676 29,251 28,169 30,263 30,209 29,882 27,858 24,946 

生産年齢人口 78,695 83,248 94,056 103,305 111,871 120,753 119,587 119,607 115,613 111,803 

老年人口 6,626 8,566 10,909 13,571 17,260 21,958 28,060 35,499 42,638 47,746 

  

人口動向分析 02 
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（単位：人） 

年齢３区分別人口 

※総務省統計局「国勢調査」より作成 

※年齢不詳の人口は、各歳別にあん分して含めた 
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人口 
動向 総論 ２ ５歳階級別人口構成比の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※総務省統計局「昭和 50 年国勢調査」より作成 

※年齢不詳の人口は、各歳別にあん分して含めた 

※（全国）総務省「人口推計」（R6.〇.〇）より作成 

※（和泉市）「統計いずみ」（R6.〇.〇）より作成 

Sample 

総括 

昭和 50 年では、年少人口が多く老齢人口に向けて構成比が減少していく「ピラミッ

ド型」であるが、近年では少子高齢化が進み、「つぼ型」に変化している。 

昭和 50 年（1975 年 10 月） 

令和６年（2024 年 3 月） 
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和泉市 
人口ビジョン 2024-2050 

人口 
動向 

自然
動態 １ 自然動態（出生者数－死亡者数）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 
H 元 

(1990.3) 

H5 

(1994.3) 

H10 

(1999.3) 

H15 

(2004.3) 

H20 

(2009.3) 

H25 

(2014.3) 

H30 

(2017.3) 

R5 

(2024.3) 

出生数 1,593 1,574 2,023 1,814 1,664 1,491 1,237  

死亡数 774 867 1,002 1,140 1,248 1,466 1,542  

自然動態 819 707 1,021 674 416 25 ▲ 305  

  

▲ 1,000

▲ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 2 3 4 5

出生者数

自然動態

死亡者数

(1989) (2000) (2010) (2020)

※住民基本台帳より作成 

出 生 者 数 「トリヴェール和泉」がまち開きした平成 4 年度以降、生産年齢人口の

増加に加え、「団塊ジュニア世代」が結婚・出産期を迎えたことから大幅

に増加したが、近年、出生数は減少傾向となっている。近年は 1,200 人台

を推移している。 

死 亡 者 数 人口増に伴い、一貫して増加傾向。平成 30 年度には初めて 1,542 人とな

っている。 

自 然 動 態 宅地開発に伴う転入者数の増加や、若者世代の流入による出生数の増加

から、長く「自然増」を維持してきたが、平成 26年度からは自然減の

傾向となっている。 

（単位：人） 

横軸は「年度」 

本市の自然動態 
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人口 
動向 

自然
動態 ２ 合計特殊出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H9 

（1998.3） 

H14 

（2003.3） 

H19 

（2008.3） 

H24 

（2013.3） 

H29 

（2018.3） 

H30 

（2019.3） 

R 元

（2020.3） 

R2 

（2021.3） 

R3 

（2022.3） 

和泉市 1.46 1.43 1.31 1.39 1.31 1.27 1.36 1.29 1.33 

大阪府 1.3 1.22 1.24 1.31 1.35 1.35 1.31 1.31 1.27 

国 1.39 1.32 1.34 1.41 1.43 1.42 1.36 1.33 1.30 

 

 

  

※厚生労働省「人口動態統計」より作成 

1.15

1.2

1.25

1.3

1.35

1.4

1.45

1.5

1.55

1.6

H7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 2 3 4

和泉市 国

大阪府

総括 

本市の合計特殊出生率は、「トリヴェール和泉」等の宅地開発が急速に進展した平成８年

度に上昇し、平成 17 年度（2005 年度）までは、国及び大阪府の率を上回っていた。近

年、国・大阪府平均は減少傾向にあり、和泉市も横ばいか、やや減少傾向にある。 

（単位：人） 

横軸は「年度」 

合計特殊出生率の推移 
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和泉市 
人口ビジョン 2024-2050 

人口 
動向 

社会
動態 １ 社会動態（転入者数－転出者数）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H 元 

(1990.3) 

H5 

(1994.3) 

H10 

(1999.3) 

H15 

(2004.3) 

H20 

(2009.3) 

H25 

(2014.3) 

H30 

(2019.3) 

R5 

(2024.3) 

転入者数 7,574 8,693 9,358 8,369 7,297 6,377 7,574  

転出者数 6,880 6,862 7,899 7,255 6,654 6,180 6,880  

社会動態 694 1,831 1,459 1,114 643 197 694  

  

転 入 者 数 本市の単年度の転入者数の動きは、「トリヴェール和泉」がまち開きした

平成４年度（1992 年度）から急激に増加し、ピーク時は 10,000 人前後を

推移したが、ピークは過ぎている。 

転 出 者 数 本市の単年度の転出者数の動きは、概ね 6,000 人から 8,000 人の間で推

移しており、転入者数と比較すると、増減幅は比較的安定している。 

社 会 動 態 「トリヴェール和泉」がまち開きした平成４年度以降、大幅な転入超過

傾向であったが、近年はほぼ均衡に近い状態となっている。 

▲ 2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 2 3 4 5

転入者数

転出者数

社会動態
近年は均衡

転入・転出とも、近年は

6,000人程度を推移

横軸は「年度」 

（単位：人） 
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人口 
動向 

社会
動態 ２ 年齢階級別社会動態の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 2,000

▲ 1,500

▲ 1,000

▲ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

0～4

↓

5～9

5～9

↓

10～14

10～14

↓

15～19

15～19

↓

20～24

20～24

↓

25～29

25～29

↓

30～34

30～34

↓

35～39

35～39

↓

40～44

40～44

↓

45～49

45～49

↓

50～54

50～54

↓

55～59

55～59

↓

60～64

H7→H12 H12→H17 H17→H22 H22→H27 H27→R2

平成７年（1995 年）から令和２年（2020 年）までの国勢調査を比較し、年齢（５歳階級）

別の社会動態（純移動数）を推計し比較した。 

 

 

近年の大きな特徴としては、「15～19 歳から 20～24 歳」になるとき、及び「20～24 歳から

25～29 歳」になるときに転出超過となる。 

「15～19 歳から 20～24 歳」については、進学や就職によるものと推測され、また、最も

大幅な転出超過となる「20～24 歳から 25～29 歳」については、就職や結婚が大きく影響

していると推測される。これは、他府県への就職・転勤や、より利便性の高い市町村に転

出しているものと推測される。 

 

 

「0～4 歳から 5～9歳」及び「30～34 歳から 35～39 歳」の世代が転入超過となっており、

子育て世代が「トリヴェール和泉」を中心とする開発地への転入したことによるものと推

測される。 

転出の動向 

転入の動向 

転出超過 

（歳） 

（単位：人） 



 

9 

和泉市 
人口ビジョン 2024-2050 

 

※社会動態（純移動数） 

「国勢調査人口（年齢不詳の人口は、各歳別にあん分して含めている）」と「総務省統計局市町

村別生命表」を用いて推定した値。 

（例）平成７年→平成 12年の純移動数の推定方法（男性） 

年齢 
H7 国調人口 H12 生残率 

H12 生残者 

（理論値） 
H12 年国調人口 

純移動数 

（推定値） 

A 
B 

C 
（A×B） 

D 
E 

（D-C） 

0 ～ 4 4,570 0.99629  5,341  

5 ～ 9 4,712 0.99970 4,553 5,114 561 

10 ～ 14 5,204 0.99960 4,711 4,976 265 

15 ～ 19 5,878 0.99822 5,202 5,515 313 

20 ～ 24 6,583 0.99723 5,868 6,103 235 

25 ～ 29 5,463 0.99608 6,565 6,577 12 

30 ～ 34 5,328 0.99607 5,442 6,321 879 

35 ～ 39 4,813 0.99428 5,307 5,951 644 

40 ～ 44 5,557 0.99100 4,785 5,191 406 

45 ～ 49 6,906 0.98439 5,507 5,695 188 

50 ～ 54 5,931 0.97427 6,798 6,920 122 

55 ～ 59 4,871 0.96394 5,778 5,831 53 

60 ～ 64 4,050  4,695 4,749 54 

※生残率は「総務省統計局市町村別生命表」を用いて算出した 

  

× 

（単位：人） 

理論上は C列の人口になるはずだが、国勢調査による実際

の人口は D列の人口となっている。 

⇒ 差である E列の値が転出入による増減とみなせる 



 

10 

人口 

動向 

社会
動態 ３ 転入者の住所地（平成 28 年 → 令和２年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6,957 

3,182 
2,151 

1,849 

801 

478 

464 

3,798 
堺市

全転入者数（５年間）

19,680人

大阪市
岸和田市

高石市

その他

泉大津市

貝塚市

泉佐野市

※全て住民基本台帳から作成 

（単位：人） 

（単位：人）

zz 

1,452 

918 

690 

567 

530 

493 

454 

328 

302 

255 

5,941 

兵庫県

全転入者数（５年間）

11,930人

和歌山県

愛知県

神奈川県福岡県

千葉県

その他

東京都

京都府

奈良県

滋賀県

１ 大阪府内 

２ 全国（大阪府を除く） 

５年間総数 

  転入者数 

1 堺市 6,957 

2 大阪市 3,182 

3 岸和田市 2,151 

4 泉大津市 1,849 

5 高石市 801 

6 貝塚市 478 

7 泉佐野市 464 

8 河内長野市 351 

9 東大阪市 338 

10 泉南市 263 

 府内全体 19,680 

 

  転入者数 

1 兵庫県 1,452 

2 和歌山県 918 

3 東京都 690 

4 京都府 567 

5 愛知県 530 

6 奈良県 493 

7 滋賀県 454 

8 神奈川県 328 

9 福岡県 302 

10 千葉県 255 

 全国 11,930 
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和泉市 
人口ビジョン 2024-2050 

人口 
動向 

社会
動態 ４ 転出者の住所地（平成 28 年 → 令和２年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※全て住民基本台帳から作成 

１ 大阪府内 

5,666 

4,211 1,807 

1,715 

773 

409 

361 

3,751 

堺市

全転出者数（５年間）

18,693人

大阪市
岸和田市

高石市

貝塚市

その他

泉大津市

東大阪市

（単位：人） 

２ 全国（大阪府を除く） 

（単位：人） 

1,864 

1,322 

742 

619 

561 

546 

519 
435 

343 324 

7,275 

兵庫県

全転出者数（５年間）

13,076人

東京都

和歌山県

滋賀県
千葉県福岡県

京都府

その他

愛知県

神奈川県

奈良県

５年間総数 

  転入者数 

1 堺市 5,666 

2 大阪市 4,211 

3 岸和田市 1,807 

4 泉大津市 1,715 

5 高石市 773 

6 東大阪市 409 

7 貝塚市 361 

8 泉佐野市 350 

9 河内長野市 301 

10 忠岡町 284 

 府内全体 18,693 

 

  転入者数 

1 兵庫県 1,864 

2 東京都 1,322 

3 京都府 742 

4 和歌山県 619 

5 愛知県 561 

6 神奈川県 546 

7 奈良県 519 

8 千葉県 435 

9 福岡県 343 

10 滋賀県 324 

 全国 13,076 
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令和 6年 4月（2024 年）から令和 32 年 3 月（2050 年）とする。（26年間） 

※社人研推計の終期が令和 32 年までのため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推計手法 コーホート要因法※ 

推計に用いる数値 住民基本台帳の人口を用いる 

条件 

生残率 社会保障・人口問題研究所（社人研）が公表した値を用いる 

純移動率 同上 

合計特殊出生率 
今後 15 年間は漸減し、その後は 15年目の値が継続する 

（R12：1.2469、R17：1.2109、R22 以降：1.1749） 

※コーホート要因法…人口推計を行うスタンダードな方法で、社会動態と自然動態の２つの変動要因に基

づいて将来人口を推計するもの。生残率、純移動率、合計特殊出生率によって将来

人口を推計する。  

将来人口の推計 03 
１ 対象期間 

２ 推計条件 

全国的な人口減少の潮流に漏れず本市の人口も減少を続けており、今後も減少を続けて

いくことが想定される。今後は人口減少に対応した施策の一層の充実が求められていくこ

とになるが、人口減少の抑制施策や減少する人口に対応した施策を適切に展開していくた

めには、将来の人口をある程度の精度で推測しておく必要がある。 

そのため、本ビジョンでは、上位推計・下位推計といった条件分けを行うのではなく、

現在の人口の自然推移、合計特殊出生率の傾向を整理したうえ、現状のまま推移すればど

のような人口の推移が見込まれるのか、その予測される傾向を整理することを目的とす

る。 
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和泉市 
人口ビジョン 2024-2050 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各年３月末のもの（例 R1 は R1.3 を示す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本市の推計人口 

 R6 

(2024) 

R12 

(2030) 

R17 

(2035) 

R22 

(2040) 

R27 

(2045) 

R32 

(2050) 

本市推計 

182,688 

（実績値） 

178,318 173,384 167,500 160,858 153,609 

（対 R6 年前増減率） （▲2.39％） （▲5.09％） （▲8.31％） （▲11.95％） （▲15.92％） 

社人研推計 177,530 172,143 165,938 159,117 151,940 

（対 R6 年前増減率） （▲2.82％） （▲5.77％） （▲9.17％） （▲12.90％） （▲16.83％） 

前回推計 

（下位） 
176,000 169,800 162,600 - - 

（対 R6 年前増減率） （▲3.66％） （▲7.05％） （▲11.00％） - - 

 

185,890
182,688 178,318

173,384

167,500

160,858
153,609

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

180,000

190,000

200,000

R1

(2019)

R6

(2023)
R12

（2030）

R17

（2035）

R22

（2040）

R27

（2045）

R32

（2050）

推計値実績値

前回目標：179,000人

３ 推計人口 

今後の見通し 

 今後 10 年程度では、5％程度の人口減少に留まり、人口 17万人は維持される。 

 20 年を超えると、約 12％の人口が減少し、人口 16万人程度となる見込み。 

 本市推計と社人研推計とは大きく乖離しておらず、平成 28年策定の本市人口ビジョン

における「下位推計」をやや上回る推計値となっている。 

[巻末参考資料] 社人研が公表している大阪府内の各市町村の人口増減率を掲載 
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年齢３区分別人口の推移 
 

年齢３区分別人口の割合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000
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180,000

200,000

R6

(2023)

R12

(2030)

R17

(2035)

R22

(2040)

R27

(2045)

R32

(2050)

３区分合計

生産年齢人口

老年人口

年少人口

13.1 11.4 10.7 10.3 10.2 

10.0 

61.1 60.6 58.6 55.2 52.5 51.4

25.8 28 30.7 34.5 37.3 38.6

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

R6

(2023)

R12

(2030)

R17

(2035)

R22

(2040)

R27

(2045)

R32

(2050)

 R6 R12 R17 R22 R27 R32 

合計 182,688 178,318 173,384 167,500 160,858 153,609 

老年人口 47,203 50,003 53,264 57,713 59,963 59,337 

生産年齢人口 111,570 108,027 101,640 92,486 84,446 78,945 

年少人口 23,915 20,288 18,480 17,301 16,449 15,327 

 

老年人口 

生産年齢人口 

年少人口 

年 少 人 口 緩やかに減少し、今後 10年間で約 5,000 人減少する。 

生産年齢人口 徐々に減少幅を広げ、令和 17年からは毎年 9,000 人程度減少する。 

老 齢 人 口 毎年 3,000 人程度増加し、令和 27年には 6万人に迫る。 
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人口ピラミッド 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上より、本市の人口については、さらなる少子高齢化の進展により、人口が大きく減少し、

特に高齢者の割合が大きく増加することがわかった。本市のさらなる発展のためには、この人口

減少を抑制すると同時に、減少していく人口に応じた対応も必要となってくる。推計から求めら

れた曲線は、今後の大きな人口減少を示す厳しいものとなっているが、この曲線を上回ることを

めざし、必要な施策を本市の総合計画等で示していくこととする。 

  

Sample 

Sample 

令和６年（2024 年） 

令和 32 年（2050 年） 

４ 推計結果を踏まえて 

現状は、いわゆる「つぼ型」の人口構成であるが、令和 32 年（2050 年）には高齢層の人

口がさらに増加する。 

特に…（ここは、令和 5年度の人口が確定後、その特徴について記載する予定） 
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参考資料（社人研による算出資料） 04 

▲ 70

▲ 60

▲ 50

▲ 40

▲ 30

▲ 20

▲ 10

0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

増
減
率

順位

和泉市

（▲17.65％）

大阪府

（▲17.82％）

北摂が多い

南河内・町村が多い

泉州が固まる

北・中河内が多い

1 吹田市 ▲4.91 16 堺市 ▲20.95 31 松原市 ▲31.93 

2 箕面市 ▲6.11 17 八尾市 ▲21.52 32 羽曳野市 ▲32.42 

3 茨木市 ▲7.37 18 枚方市 ▲22.52 33 泉南市 ▲33.22 

4 豊中市 ▲8.43 19 東大阪市 ▲23.61 34 門真市 ▲33.76 

5 島本町 ▲8.95 20 熊取町 ▲23.84 35 柏原市 ▲35.44 

6 田尻町 ▲9.44 21 寝屋川市 ▲24.78 36 河南町 ▲36.36 

7 池田市 ▲10.47 22 藤井寺市 ▲24.99 37 太子町 ▲37.42 

8 摂津市 ▲11.63 23 四條畷市 ▲25.44 38 富田林市 ▲37.63 

9 大阪市 ▲11.71 24 泉大津市 ▲26.31 39 阪南市 ▲42.3 

10 高槻市 ▲14.75 25 交野市 ▲26.55 40 河内長野市 ▲42.63 

11 和泉市 ▲17.65 26 大東市 ▲26.76 41 岬町 ▲50.51 

12 大阪府 ▲17.82 27 高石市 ▲27.58 42 能勢町 ▲57.73 

13 大阪狭山市 ▲18.2 28 岸和田市 ▲27.88 43 千早赤阪村 ▲58.34 

14 守口市 ▲18.89 29 忠岡町 ▲29.38    

15 泉佐野市 ▲19.18 30 貝塚市 ▲29.7    

 

令和５年 12 月に公表された社人研による人口の増減率をまとめた。 

（増減率は各市町村の 2020 年人口に対する 2050 年人口） 

大阪府内、全国ともに、本市は全体の 1/3 程度に位置することがわかる。 

１ 大阪府内 
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▲ 45

▲ 40

▲ 35

▲ 30

▲ 25

▲ 20

▲ 15

▲ 10

▲ 5

0

5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

増
減
率

順位

東京都

（+2.50％）

大阪府

（▲17.82％）

４団体（8.5％）

２６団体（55.3％）

１１団体（23.4％）

１団体（2.1％）

５団体（10.6％）
和泉市

（▲17.65％）

２ 全国 

1 東京都 2.5 17 茨城県 ▲21.69 33 鳥取県 ▲26.72 

2 沖縄県 ▲5.21 18 熊本県 ▲22.03 34 北海道 ▲26.88 

3 神奈川県 ▲7.72 19 静岡県 ▲22.14 35 奈良県 ▲28.25 

4 千葉県 ▲9.46 20 栃木県 ▲22.29 36 愛媛県 ▲29.23 

5 埼玉県 ▲9.68 21 長野県 ▲22.76 37 新潟県 ▲30.72 

6 愛知県 ▲11.48 22 佐賀県 ▲23.49 38 山口県 ▲30.99 

7 福岡県 ▲12.78 23 香川県 ▲23.8 39 和歌山県 ▲31.54 

8 滋賀県 ▲13.5 24 三重県 ▲23.9 40 福島県 ▲31.98 

9 大阪府 ▲17.82 25 山梨県 ▲24.49 41 徳島県 ▲33.2 

10 京都府 ▲19.48 26 大分県 ▲25.14 42 山形県 ▲33.44 

11 岡山県 ▲20.02 27 福井県 ▲25.3 43 長崎県 ▲33.8 

12 兵庫県 ▲20.26 28 宮崎県 ▲25.52 44 高知県 ▲34.78 

13 広島県 ▲20.37 29 岐阜県 ▲25.79 45 岩手県 ▲35.3 

14 宮城県 ▲20.52 30 島根県 ▲25.95 46 青森県 ▲39.03 

15 石川県 ▲20.81 31 鹿児島県 ▲26.3 47 秋田県 ▲41.59 

16 群馬県 ▲21.58 32 富山県 ▲26.39    
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